
知的障害教育における
単元作成プロセスと
学習評価について

福島県立相馬支援学校 相原聖美



福島県立相馬支援学校

小学部 ３３名
中学部 ２４名
高等部 ５１名
全児童生徒数 １０8名

職員数７４名

福島県の沿岸部にある
知的障がい教育を主とする
特別支援学校



単元作成プロセスについて

【学習指導要領で示されている単元づくりで押さえるべき点】

① 本校の育みたい資質・能力から、教科等の資質・能力へのつながり。
② 単元における育む資質能力の明確化
③ 単元における評価規準と評価計画（いつ、どの資質・能力を育んで
いくのか。）

④ 授業改善の視点（主体的・対話的で深い学びの単元構想における意
図的な設定）

⑤ 子どもたちの学びの過程（習得・活用・探究）をデザイン
⑥ 単元間のつながり（教科内、教科間）
⑦ 教科等横断的な視点に立った資質・能力を育む視点
⑧ 「何が身に付いたのか」観点別学習状況の評価と授業改善

単元案





単元案の作成

各教科等を合わせた指導として、
合わせている教科等の資質・能
力、評価規準を全て明確にする。



教科等横断的な視点に
立った資質・能力について

学びの過程
（習得・活用・探究）

どのように学ぶのか
（主体的・対話的・深い学び）

評価計画

単元案の作成



実践報告
生活単元学習「はるをさがそう」



単元設定の理由

４月の花や生き物が活発化して効果的に学ぶことができる時期

花や生き物散策を通して、様々な
事物や言葉の種類に触れる機会が
あり、児童の主体的な学びの場と
して設定しやすく指導が効果的

花や生き物の散策を通して、
実際に見たことから、想像し
たり、感じたりしたいことを
描き表しやすく効果的

生活単元学習
「はるをさがそう」



実践紹介

【生活】【国語】

◯春に関する事柄を思い浮かべる。

◯春から連想される身近な植物や歌を思いついたり、１年生で学習

した秋冬を振り返ったりする。

○１年生で学習した秋冬のものを振り返り、春に関する生きものや

季節の特徴を表す言葉に親しむ。

〈第１次〉はるにはなにがあるかな？



【生活】【国語】

○校庭や地域の公園に行き、自然に触れ、春から連想した

ものや春を感じたものを実感し、自己のキャリア（経験）と

関連させる。

○デジタルカメラで写真を撮ったり、見つけたものを話したり

文字に書いたりして先生や友だちに伝えたり、友達の考えを

見たりする。

〈第２次〉はるをさがそう



【図工】【国語】

○見つけた春の植物などから春のイメージの色を表す。

○春の展覧会で、春のイメージをもちながら作った製作物を

見せたり、見つけた春を伝える。

〈第３次〉はるのてんらんかいをしよう



学習評価について

評価規準に従って、観点別に
学習評価する。具体的な場面
を想定して授業をすることで学
びを見取ることができた。

学習評価を行うことで、子どもの学びを明確に
捉えることができ、教師が授業をする楽しさや
面白さを実感。

具体的な学びの姿をイメージして指導と評価を
一体化。



学習評価①
生活科

巣をつつくと、アリがたく
さん出てきた！
「アリ！いっぱーい！」

見つけたカエルを、大事に持ち
帰る。
休み時間に他のカエルを見つけ
て教師に伝える。

身近な生命への関心の高まり



まず「カエル」を
たんぽでかく。

お気にいりの春に「アリ」と
「カエル」を選ぶ。

「アリ！アリ、いっ
ぱーい！」と言いな
がら、黒がどんどん
緑を覆っていく！

まさに、図工の思・判・表
「自分のイメージをもちな
がら、感じたこと、想像し
たことから表したいものを
思い付い」ていた！

学習評価②
図画工作科



本校では、

日常的な学習評価



＜単元作成のプロセスと
学習評価をして気付いたこと＞

○指導と評価の一体化について実践から多くの知見を得て、次の

授業改善、単元作りに生かすことができた。

○学習評価を行っていくことで、子どもの学びの瞬間を一緒に味

わうことができた。授業者もその喜びから、「あの瞬間、～に感動し

た。」という授業の子ども達の学びを教員同士が伝え合う機会も増

えてきた。

○「次の単元でも同じように感動を味わってみたい」という好サイクル

が生まれ、授業への向き合い方、働き方の変化にもつながってきて

いる。



ご静聴いただきありがとうございました


